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平
成
二
十
五
年
も
師
走
を
迎
え
、
残
す
と
こ
ろ
一
か
月

と
な
っ
た
。
今
年
の
夏
は
猛
暑
日
が
続
き
、
各
地
で
八
月

の
平
均
気
温
が
更
新
さ
れ
、
東
京
で
は
明
治
八
年
の
観
測

開
始
以
来
最
高
の
二
七
・
一
度
を
記
録
し
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
九
月
に
入
っ
て
も
残
暑
が
続
き
短
い
秋
か
ら
冬
に

入
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
▼
ま
た
各
地
で
豪
雨
や
台
風
の
被

害
も
多
か
っ
た
年
で
あ
る
。
今
も
ま
だ
解
決
さ
れ
な
い
伊

豆
大
島
を
襲
っ
た
台
風
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
襲
来
し
た
台
風

の
被
害
の
惨
状
を
見
る
と
、
如
何
に
文
明
が
進
ん
で
も
自

然
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感

す
る
▼
し
か
し
自
然
は
脅
威
ば
か
り
も
た
ら
す
わ
け
で
は

な
く
、
農
耕
文
化
の
私
た
ち
の
祖
先
た
ち
は
、
何
千
年
も

の
間
、
太
陽
、
山
、
川
、
雨
、
風
、
雷
等
を
崇
拝
し
、
常

に
自
然
の
恩
恵
を
受
け
、
稲
作
を
中
心
と
し
た
豊
か
な
稔

を
得
て
き
た
▼
民
俗
学
で
は
こ
の
時
期
に
な
る
と
一
年
中

田
仕
事
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
田
の
神
も
、
山
へ
お
帰

り
に
な
る
。
山
に
の
ぼ
り
冬
ゴ
モ
リ
を
し
て
、
十
分
な
英

気
を
養
う
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
天
の
恵
み
や
地
の

恵
み
を
享
受
し
、
自
然
と
と
も
に
生
き
る
豊
か
な
生
活

神
々
に
感
謝
し
た
生
活
が
営
ま
れ
て
き
た
。
毎
年
全
国
の

各
神
社
で
斎
行
さ
れ
る
秋
祭
り
は
そ
の
象
徴
で
あ
る
と
思

う
▼
さ
て
、
古
く
か
ら
夏
が
酷
暑
と
な
れ
ば
冬
は
厳
冬
に

な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
冬
の
当
地
方
の
気
候
や
東

北
地
方
・
北
海
道
の
積
雪
量
等
の
気
象
状
況
が
心
配
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
冬
の
備
え
を
整
え
冬
ゴ
モ
リ
し

英
気
を
養
い
、
訪
れ
る
明
る
い
春
を
待
ち
た
い
と
思
う

(

石
腰

亮)
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本
年
で
四
十
六
回
目
を
迎
え
ま
し
た
菊
花
・
写
真
展
が
、
十
一
月

十
日
よ
り
二
十
四
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

菊
花
展
の
審
査
長
に
遠
藤
吉
和
氏
、
ま
た
副
審
査
長
に
高
橋
正
夫

氏
、
そ
し
て
写
真
展
の
審
査
長
を
伊
奈
喜
久
雄
氏
に
お
願
い
し
、
厳

正
な
る
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
、
新
嘗
祭
に
併
せ
て

表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

(

敬
称
略)
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正
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躬
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藤
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昭
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9
:
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笠
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d
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�
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h
i
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好

清
晴

,
Q
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S
�
�
T
U
V
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X
Y
�
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三
橋

太
一

,
-
.
/
0
1
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酒
井

茂
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二
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和
昭

6
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後
藤

勤

<
=
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A
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麻
生

喜
男

B
C
D
E
F
G
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佐
野

多
昭

H
I
J
�
K
�
�

渡
辺

要
治

�
�田

戸

一
雄

佐
藤

和
史

土
屋

和
民

岡
田

秀
麿

吉
田

茂
雄

三
村

芳
弘

五
十
嵐
良
男

【菊花展 宮司賞】
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三
殿
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吉

村

武

男
殿

�
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川
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小

林

�

殿

�
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原

和

夫
殿

�

山

岸

泉

琳
殿

�

九
谷
光
仙
窯

利

岡

光
一
郎
殿

(

順
不
同)
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十
一
月
二
十
三
日
、
本
年
の

五
穀
豊
穣
と
産
業
の
振
興
を
祝

い
感
謝
す
る
祭
典
、
新
嘗
祭
が

厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
近
隣
の
生
産
者
よ

り
新
穀
、
白
酒
、
農
作
物
、
餅

菓
子
、
花
、
魚
等
の
奉
納
が
あ

り
、
御
神
前
に
所
狭
し
と
飾
ら

れ
、
神
の
御
恵
み
に
真
の
感
謝

が
捧
げ
ら
れ
る
と
共
に
、
皇
室

の
御
安
泰
と
崇
敬
者
の
更
な
る

弥
栄
が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
に
は
参
集
殿
に

て
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
こ
の

一
年
間
に
篤
志
奉
納
を
さ
れ
ま

し
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

����������������������������������������������������
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【菊花展 神社本庁統理賞】

田
戸

一
雄

(

座
間
市)

奥
津

国
勝

(
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間
市)

佐
野

多
昭
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座
間
市)

佐
野

晴
子
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座
間
市)

渡
邊

昭
義
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座
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八
木

邦
久
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座
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原
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光
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座
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座
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平
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伊
勢
原
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笠
原
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男
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勢
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池
田

稲
吉
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伊
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原
市)

森
井
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伊
勢
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市)

上
原

茂
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勢
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橋

重
夫
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渡
辺

要
治
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平
塚
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小
峯
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雄
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平
塚
市)

大
出

進

(

平
塚
市)

二
宮

和
昭

(

平
塚
市)

小
川

敏
幸

(

大
磯
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柴
田
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一

(

綾
瀬
市)

笠
間

潔

(

綾
瀬
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土
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和
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瀬
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内
藤
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池
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十
一
月
三
日

(

文
化
の
日)

は
、
大
政
奉
還
後
混
乱
す
る
日

本
国
内
の
意
志
を
一
つ
に
ま
と

め
、
近
代
日
本
国
の
建
国
発
展

の
礎
を
築
か
れ
た
明
治
天
皇
の

御
生
誕
の
日
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
、
そ
の
聖
徳
大
業
を

仰
ぎ
、
後
世
ま
で
伝
え
、
皇
室

の
弥
栄
と
国
家
国
民
の
更
な
る

繁
栄
を
祈
念
す
る

｢

明
治
祭｣

が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
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神
奈
川
県
神
社
庁
相
模
湘
南

支
部
の
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉

告
祭
が
、
十
一
月
十
二
日
に
当

神
社
に
て
執
行
さ
れ
ま
し
た

神
宮
大
麻
と
は
、
日
本
民
族

の
大
親
神
様
で
あ
る
天
照
大
御

神
の
神
札
の
こ
と
で
、
我
が
国

で
は
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
神
棚
に
お
祀
り
す
る
神
宮

大
麻
と
氏
神
様
を
新
た
に
し

来
る
年
が
何
事
も
無
く
健
や
か

に
生
活
が
営
ま
れ
る
よ
う
祈
る

歳
神
の
信
仰
が
あ
り
ま
す
。

大
御
神
様
の
神
霊
が
宿
る
神

宮
大
麻
を
神
棚
に
迎
え
、
清
々

し
い
新
年
を
お
迎
え
致
し
ま
し

ょ
う
。

�
�



�

�
�

�
�

�
去
る
十
一
月
二
十
日
、
神
社

を
側
面
か
ら
支
え
る
管
理
棟
が

新
た
に
竣
功
致
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
、
用
務
員
棟

神
苑
課
棟
の
経
年
劣
化
に
伴
い

昨
年
六
月
よ
り
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
た
も
の
で
、
今
ま
で
祭

具
庫
、
防
災
器
具
庫
、
書
庫
な

ど
境
内
に
分
散
し
て
い
た
機
能

も
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
、
作
業

効
率
も
一
段
と
高
ま
る
事
が
期

待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
受
変
電
設
備
、
自
家

発
電
施
設
も
一
新
さ
れ
、
よ
り

安
定
し
た
電
力
供
給
と
有
事
の

際
に
も
迅
速
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

管
理
棟
に
は
、
新
技
術
が
導

入
さ
れ
て
い
る
他
、
同
規
模
の

建
物
に
比
べ
二
倍
に
及
ぶ
打
合

せ
と
検
査
を
行
っ
て
お
り
、
延

べ
七
、
八
〇
〇
人
に
よ
る
職
人

の
技
が
結
集
さ
れ
、
現
代
的
建

築
物
な
が
ら
古
社
の
景
観
を
損

ね
ぬ
よ
う
意
匠
が
凝
ら
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

▲書庫内部
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�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

去
る
十
一
月
二
十
四
日(

日)

少
年
館
で
は
館
生
と
そ
の
家
族

二
四
一
名
の
参
加
を
得
て
文
化

祭
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

各
講
座
で
の
活
動
や
作
品
を

披
露
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
茶
道
で
は
館
生
に
よ
る
茶

席
、
美
術
で
は
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

作
り
、
英
語
は
英
会
話
を
し
な

が
ら
の
し
お
り
作
成
。
書
道
で

は
魚
偏
の
漢
字
を
墨
書
し
て
壁

に
貼
り
、
文
字
の
水
族
館
を
作

り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
保

護
者
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー

ド
作
り
や
餅
つ
き
体
験
、
國
學

院
大
学
生
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
、
準
備
さ
れ
た
た

く
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
み

な
が
ら
巡
り
ま
し
た
。

ま
た
館
内
に
は
、
館
生
が
作
っ

た
俳
句
や
美
術
作
品
、
写
真
な

ど
が
数
多
く
展
示
さ
れ
保
護
者

の
方
々
が
足
を
留
め
力
作
に
見

入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
発
表
会
は
家
族

が
見
守
る
中
、
吟
道
・
音
楽
・

英
語
の
発
表
と
國
大
生
に
よ
る

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
な
ど
が
披
露
さ

れ
和
や
か
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た

今
回
も
大
勢
の
参
加
を
得
て

開
催
で
き
、
家
族
の
繋
が
り
を

更
に
強
固
に
す
る
契
機
に
成
り

得
た
こ
と
と
、
教
師
を
目
指
す

國
大
生
と
の
交
流
で
も
互
い
に

良
い
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き

た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
と
て

も
頼
も
し
く
思
わ
れ
ま
し
た

園
内
で
は
、
日
本
晴
れ
の
清
々

し
い
秋
空
の
下

｢

え
ん
そ
く
ラ

リ
ー｣

に
挑
戦
、
親
子
で
力
を

合
せ
て
難
問
を
解
決
し
ま
し
た

そ
し
て
、
紅
葉
し
た
木
の
下

で
は
各
自
お
か
あ
さ
ん
の
豪
華

手
作
り
弁
当
を
披
露
、
ワ
イ
ワ

イ
と
み
ん
な
で
分
け
合
っ
て
味

わ
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
親
子
で
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、
命
の
大
切
さ
を
教
わ

り
、
飼
育
員
の
苦
労
も
学
べ
た

遠
足
と
な
り
ま
し
た
。
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十
一
月
十
七
日
、
毎
年
恒
例

の

｢

親
子
遠
足｣

を
実
施
し
ま

し
た
。

全
部
門
合
同
で
の
活
動
に
加

え
、
ご
父
兄
の
参
加
も
あ
り
総

勢
三
十
名
で
横
浜
市
立
金
沢
動

物
園
に
行
き
ま
し
た
。

電
車
や
バ
ス
を
利
用
し
た
た

め
、
シ
ニ
ア
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
の

お
姉
さ
ん
達
は
み
ん
な
を
誘
導

案
内
し
て
く
れ
る
な
ど
、
リ
ー

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
 
!

"
#
$
%
$ &
'
(
)*

来
る
十
二
月
二
十
九
日

(

日)

、
第
二
駐
車
場
に
レ
ス

ト
ラ
ン
兼
売
店
、
鎮
守
の
杜

｢

Ｋ
ｏ
ｙ
ｏ

(

紅
葉)｣

が
開

店
致
し
ま
す
。

売
店
で
は
、
参
拝
記
念
と

な
る
お
土
産
や
贈
答
品
を
取

り
揃
え
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

シ
ェ
フ
特
製
和
風
パ
ン
ケ
ー

キ
等
軽
食
や
お
飲
物
を
ご
用

意
、
参
拝
後
の
和
や
か
な
ひ

と
時
を
お
過
ご
し
頂
け
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す

ご
参
拝
の
折
に
は
、
是
非

と
も
ご
利
用
下
さ
い
ま
す
様

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

▲２階レストラン

▲完成予想図
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十
二
月
十
八
日(

水)

午
後
一
時
〜
二
時
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寒
川
神
社
参
集
殿
※
入
場
無
料

(

申
込
不
要)

	
�

�
�
�
�
�

�
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�
�

耳
鼻
咽
喉
科
医
長

大
上

麻
由
里

�
�

�

電
話
〇
四
六
七(

七
五)

六
六
八
〇

寒
川
病
院

乳
癌
の
発
症
に
遺
伝
子
が
関

連
し
て
い
る
の
は
乳
癌
の
５
〜

10
％
で
、
乳
癌
が
多
く
発
症
す

る
家
系
を
調
べ
る
と
、
Ｂ
Ｒ
Ｃ

Ａ
１
、
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ
２

２
つ
の

遺
伝
子
が
関
連
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
こ
の
２
つ
の
遺

伝
子
の
ど
ち
ら
か
が
生
ま
れ
つ

き
に
異
常(

正
式
に
は
�変
異
�

)

が
あ
る
と
、
乳
癌
や
卵
巣
が
ん

の
発
症
す
る
危
険
性
が
高
く
な

る
。
こ
れ
が
遺
伝
性
乳
癌
卵
巣

が
ん
症
候
群
と
呼
ば
れ
て
い
る

乳
癌
や
卵
巣
が
ん
が
多
く
見

ら
れ
る
家
系
の
中
で
、
が
ん
が

発
症
し
て
も
、
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ
１
／

２
の
異
常
率
が
約
�
で
、
発
症

す
る
人
は
す
べ
て
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ

１
／
２
の
遺
伝
子
異
常
が
見
つ

か
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
れ
は

他
の
因
子
も
影
響
し
て
い
る
で

あ
ろ
う
。

で
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ
１
／
２
に

異
常
が
あ
る
と
乳
癌
に
な
る
の

か
。
海
外
の
報
告
で
す
が

�

若
い
年
齢
で
乳
癌
や
卵

巣
が
ん
の
発
症
が
多
い

�

生
涯
に
通
し
て
乳
癌
の

発
症
が
多
い(

45
〜
82
％)

�

生
涯
に
通
し
て
卵
巣
が

ん
の
発
症
が
多
い

(

11
〜

62
％)

�

最
初
の
乳
癌
に
な
っ
て

か
ら
10
年
以
内
対
側
乳
癌

発
症
が
約
30
％

�

最
初
の
乳
癌
に
な
っ
て

か
ら
10
年
以
内
卵
巣
が
ん

の
発
症
は
約
10
％

ど
の
よ
う
な
人
が
遺
伝
子
検

査
を
受
け
た
方
が
い
い
の
か
？

・
40
歳
以
下
発
症
の
乳
癌

・
ト
リ
プ
ル
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
乳
癌

・
一
人
で
２
個
以
上
の
原
発

乳
癌

・
本
人
は
乳
癌
、
３
等
親
以

内
に
乳
癌
、
す
い
臓
が
ん

や
卵
巣
が
ん
が
い
る

・
本
人
卵
巣
が
ん
、
卵
管
が

ん
、
腹
膜
癌

・
男
性
乳
癌

・
本
人
／
血
縁
者
が
乳
癌
の

他
に
、
す
い
臓
が
ん
、
進

行
性
前
立
腺
が
ん
、
肉
腫

副
腎
皮
質
癌
、
脳
腫
瘍
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事
務
職
員

千
葉

美
和

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
五
年
十
二
月
一
日
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子
宮
体
が
ん
、
白
血
病

甲
状
腺
が
ん
な
ど
合
併
し

て
い
る

・
血
縁
者
に
は
一
人
で
２
つ

以
上
の
原
発
性
乳
癌
、
二

人
以
上
に
乳
癌
、
遺
伝
性

乳
癌
の
原
因
遺
伝
子
異
常

が
あ
る

と
し
て
い
る
。
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー

ナ
・
ジ
ョ
リ
ー
さ
ん
は
母
親
と

母
方
の
お
ば
が
乳
癌
で
亡
く
な
っ

て
い
る
の
で
、
検
査
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
。
遺
伝
子
検
査
で

遺
伝
子
異
常
が
あ
る
と
わ
か
り

予
防
的
乳
房
切
除
と
再
建
術
を

行
っ
た
。

日
本
の
現
状
は
ど
う
か
。
ま

ず
、
遺
伝
子
検
査
に
は
20
万
前

後
か
か
る
こ
と
、
予
防
的
乳
房

切
除
＋
再
建
術
は
保
険
適
応
が

な
い
の
で
、
全
額
約
５
０
０
〜

７
０
０
万
円
が
自
費
負
担
と
な

る
。
こ
れ
が
負
担
で
き
れ
ば

ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
・
ジ
ョ
リ
ー

と
同
じ
こ
と
を
し
て
も
い
い
だ

ろ
う
。
日
本
で
も
セ
レ
ブ
で
は

な
い
と
同
じ
こ
と
す
る
の
も
難

し
い
。
我
々
庶
民
に
は
、
定
期

的
に
乳
が
ん
検
診
を
す
る
し
か

防
衛
策
が
な
い
の
が
現
状
だ

乳
が
ん
リ
ス
ク
の
高
く
な
い
皆

さ
ん
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
を

控
え
、
体
重
を
管
理
し

身
体
活
動
量
を

増
や
す
事
が
大

事
で
す
。
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設
備
も
一
新
、
安
全
面
・
機
能

面
も
強
化
さ
れ
た
管
理
棟
全
景

忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
。
�
こ
ん
な
忙

し
い
中
宴
会
？
�
と
思
っ
て
い
た

が
、
憩
い
の
ひ
と
と
き
も
時
に
は

必
要
と
最
近
感
じ
始
め
た
。

だ
か
ら
私
は
勝
手
に

｢

忘
忙
会｣

と
名
付
け
て
い
る
。

(

尚)

八
十
路
坂
ぼ
つ
ぼ
つ
上
が
る
と
約
せ
し
が
無
理
の
感
情
先
立
つ
日
も
あ
り

山
根
喜
美
代

ト
イ
レ
掃
除
・
芝
刈
り
・
料
理
が
夏
休
み
の
宿
題
な
る
と
孫
翼
の
便
り

亀
山

文
子

敗
戦
を
正
し
く
受
け
止
め
改
め
る
べ
き
は
改
め
隣
国
を
向
け

安
藤

慧

遅
蒔
き
の
向
日
葵
次
つ
ぎ
咲
き
は
じ
め
並
ぶ
二
十
本
畑
の
太
陽

川
島
惠
美
子

敗
け
て
泣
き
勝
者
も
流
す
熱
い
涙
�
校
球
児
の
姿
さ
わ
や
か

天
利

春
枝

厳
し
残
暑
続
く
に
も
耐
え
秋
野
菜
畑
の
緑
色
に
心
足
え
り

三
留
と
く
子

も
ろ
も
ろ
の
生
活
を
ふ
ふ
む
空
と
思
ふ
霧
ヶ
峰
の
高
き
空
を
見
し
よ
り

堀
江

照
子

い
つ
の
間
に
夜
鳴
く
蝉
の
声
も
絶
え
虫
の
音
日
々
に
大
き
く
響
け
り

宮
沢
友
美
枝

鈴
虫
と
こ
う
ろ
ぎ
の
鳴
く
庭
に
出
て
仰
ぐ
夜
空
に
青
く
澄
む
星

徳
江

道
子

百
歳
を
目
前
に
せ
る
夫
な
れ
ば
施
設
で
の
日
々
安
か
れ
と
祈
る

宇
田
川
時
子

猫
の

｢

九
ち
ゃ
ん｣

へ
び
を
く
わ
え
て
と
く
い
顔
遊
び
つ
か
れ
て
そ
の
場
に
ご
ろ
り

土
屋
ト
ミ
子

一
瞬
に
空
暗
く
な
り
豪
雨
と
な
る
水
�
れ
き
て
成
す
す
べ
も
な
く

浜
田

寿
子

パ
ソ
コ
ン
を
見
て
は
頷
く
ド
ク
タ
ー
に
患
者
は
吾
よ
と
心
で
叫
ぶ

山
口

幸
子

雨
戸
打
つ
激
し
き
雨
音
雷
に
眠
ら
れ
ぬ
ま
ま
朝
を
迎
え
り

岡
元

芳
子

台
風
の
去
り
し
朝
の
わ
が
庭
に
河
原
な
で
し
こ
一ひ

と

花
残
る

杉
本

照
世

青
天
に
一
声
は
な
ち
鶴
来
る

三
輪

恭
子

漢
方
薬
に
ほ
ふ
厨
の
冬
に
入
る

伊
藤

公
一

秋
深
し
庭
師
梯は

し

子ご

を
天
に
刺
す

天
沼

子
平

懸
命
な
復
旧
作
業
島
時
雨

菅
沼
う
め
の

草
は
実
に
畦
に
忘
れ
の
や
せ
砥
石

金
指

月
光

夕
し
ぐ
れ
子
を
呼
ぶ
よ
う
に
猫
を
よ
ぶ

金
子

つ
ぢ

銀
行
も
番
号
で
呼
び
暮
早
し

根
岸

君
子

大
山
の
す
と
ん
と
暮
れ
て
村
時
雨

松
本
美
智
子

左
右
な
き
軍
手
新
し
落
葉
掻
く

倉
谷

節
子

歯は

刷ぶ
ら

子し

を
く
わ
え
朝
刊
そ
ぞ
ろ
寒

飛
石

槿
花

風
に
散
る
道
の
落
葉
は
風
が
掃
く

菅
沼

保
幸

オ
リ
オ
ン
を
ま
な
こ
で
追
え
り
十
一
月

四
ッ
車
梢
月

来
る
と
言
ふ
人
は
来
な
く
て
し
ぐ
れ
か
な

皆
川
志
ん
ご

障
子
貼
り
替
え
て
使
は
ぬ
一
間
あ
り

岡
田
風
呂
釜

レ
モ
ン
切
る
昔
貧
せ
し
こ
と
云
い
つ

露
木
て
る
子

石つ

蕗わ

咲
き
て
日
差
し
い
よ
い
よ
有
難
し

岩
田
美
代
子

青
菜
畑
屋
敷
続
き
や
神
の
留
守

宮
入

つ
る

長
生
き
を
い
た
は
り
合
ひ
て
茸
汁

芹
沢

徳
光

熊
除
け
の
鈴
の
と
ほ
く
に
冬
紅
葉

相
原

白
蕗

小
春
日
の
嬰
の
手
に
あ
る
生
命
線

竹
村
真
砂
美

松
笠
を
手
に
ほ
っ
こ
り
と
あ
た
た
か
し

山
本

朝
子

鶴
来
る
旅
番
組
や
朝
の
晴

浦
野

房
子

く
る
く
る
と
中
空
に
あ
る
落
葉
か
な

松
村

信
篤

初
冠
雪
世
界
遺
産
に
初
化
粧

原
野

楽
天
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